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研究成果の概要（和文）：バルカン諸国における歴史教育と歴史教科書の実態の把握につとめ、各国の専門家の
レビューを受けつつ、その特徴と問題点を明らかにした。研究開始当初は自国史中心の歴史叙述が克服されつつ
あるかに見えたが、近年改訂されたバルカン諸国の歴史教科書の事例からは、ナショナリズムの再燃を思わせる
叙述や共有されるべきバルカンという地域の視点を無視するような叙述も見られ、なお和解・共生に向けた動き
が十分に受容されたわけではなく、各国共通副教材のような試みにも大きな制約があることが判明した。また、
バルカン諸国と東アジアの動向の比較・検討を行いながら東アジアにも適用可能な新たな地域史構築の方法を探
り、一定の成果をあげた。

研究成果の概要（英文）：We investigated the characteristics and problems of the actual situation of 
history education in the Balkans. As a result, we found the reactionary tendency in the history 
textbooks which were based on the ethnocentric, nationalistic historiography of each country and 
ignored the common past in the Balkans. In addition, we tried to establish the new framework of 
regional history which can be applied for East Asia.

研究分野：西洋史

キーワード： バルカン　歴史教育　民族紛争

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ナショナル・ヒストリーの枠を超えた地域史構築の試みを主導しているドイツのゲオルク・エッカート国際教科
書研究所やバルカン諸国の共通歴史副教材を編纂したギリシアのNGO「南東欧における民主主義と和解のための
センター」と連携しながら、ヨーロッパにおけるこれらの試みを総合的に把握し、ただそれを受容するだけでな
く、東アジアにおける実情と比較・検討しながら、和解・共生につながる地域史構築の方法を国内外に向けて積
極的に発信しようと試みた点に学術的意義および社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
(1) バルカン諸国では自国史中心の歴史教科書を地域史の視点から改訂するため、歴史研究者
や歴史教育に携わる教員が国を越えて集まり、各国の歴史教科書のオールタナティヴとして共
通歴史副教材（史料集）を編纂するなど、和解と共生をめざす試みがなされていた。 
 
(2) バルカンと東アジアの歴史教育・教科書を比較・検討する意義や重要性についての共通認
識は広がりつつあった。 
 
(3) 東アジアにも適用可能な和解・共生につながる地域史の新たな方法をつくりあげることが
求められていた。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) バルカン諸国では、冷戦終結後四半世紀を経て歴史研究および歴史教育・教科書のあり方
に大きな変化がもたらされ、紛争の火種の一つとなってきた偏狭な自国史（ナショナル・ヒス
トリー）中心の歴史叙述が克服されつつあった。こうしたバルカン諸国の歴史研究や歴史教育
の変化と歴史教科書の改訂状況を比較しつつ、とくにバルカンという地域の視点がどれほど反
映されているかを分析することが本研究の主要な目的であった。 
 
(2) 歴史研究および歴史教育・教科書を通じて地域の共通理解をつくり、和解・共生をめざし
ているバルカン諸国の事例を検討することで、同じように歴史認識の違いや領土問題をめぐっ
て論争が生じている東アジアにも適用可能な新たな地域史構築の方法を探った。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) バルカン諸国における歴史教育と歴史教科書の実態を把握し、その特徴と問題点を明らか
にする。近年になってバルカン諸国においてカリキュラムの大幅な改訂が行われており、あら
ためて初等・中等学校の歴史教科書および学習指導要領の緻密な分析の必要性が生じているこ
とが大きな理由である。あわせて、バルカン諸国全体を対象として、現時点での歴史教科書の
叙述を比較・検討する。 
 
(2) 先行研究において欠落しがちであった歴史研究と歴史教育との関連に着目し、バルカン諸
国の歴史研究の新たな動向を検討する。地域史という視点を備えた歴史研究がどれほどの広が
りをもっているのか、それらが歴史教科書や歴史教育にどのように反映されているかを精査す
る。歴史研究と歴史教育の相互関係や影響関係の実態を解明することも重要な課題である。 
 
(3) バルカン諸国の動向を東アジアの場合と比較・検討することにより、ナショナル・ヒスト
リーを越えた地域史叙述の方法を探り、それを歴史教育にいかに反映させるかについても検討
する。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) バルカン諸国における歴史教育と歴史教科書の実態の把握につとめ、各国の歴史研究者や
教育者のレビューを受けつつ、その特徴と問題点を明らかにした。その研究成果は随時論文・
図書等の形で公開してきた。研究開始当初は自国史中心の歴史叙述が克服されつつあるかに見
えたが、クロアチアやセルビアで近年改訂された歴史教科書の事例からは、ナショナリズムの
再燃を思わせる叙述や共有されるべきバルカンという地域の視点を無視するような叙述も見ら
れ、なお和解・共生に向けた動きが十分に受容されたわけではないことが判明した。 
 
(2) バルカン諸国における現地調査を継続的に実施しつつ、研究者ネットワークの維持・拡大
につとめるとともに、ギリシャ、セルビア、クロアチア、ブルガリアなどから研究者を招聘し
て公開シンポジウム（「歴史教育・歴史教科書を通じた和解の試み」等）や公開講演会（「歴史
教育を通じた和解プロセス」等）を開催して英語および日本語で情報発信を行った。また、国
際南東欧研究学会（AIESEE）等でも研究報告を行なった。 
 



(3）上記のシンポジウムや講演会ではバルカン諸国と東アジアの動向の比較・検討に重点を置
き、日本史研究者のシンポジウム参加や招待講演会「日韓における共通歴史教材の作成を通じ
ての和解の取り組み」の開催等でこれを深化させた。 
 
(4) ギリシャ・テッサロニキの NGO南東欧の民主主義と和解のためのセンター（CDRSEE）と
連携し、同センターが企画・出版した新しいバルカン共通歴史副教材の内容の分析および翻訳
作業を継続して行った。日本語版の早期刊行をめざしている。 
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